
平成20年　3月の県内各業界別の景況動向（前年同月比） 

※特記事項（関係業界・企業間での問
題点） 
【麺製造業】 
　政府売渡麦価の4月1日からの30％大
幅引き上げを受けて、製粉大手会社が
業務用小麦粉の価格を4月21日～25日
にかけて値上げすると発表した。当組
合の関連製粉会社も4月21日の出荷分
より価格改定が実施されるが、組合員
の多くは昨秋の価格改定にともない昨
年の12月から今年の2月にかけて製品
に転嫁したばかりで、当業界にとって
は引き続き厳しい経営を強いられている。 
【豆腐油揚業】 
　豆腐業界にとって原油高騰の影響は
多大で、原料大豆価格高騰の要因として、
植物油（バイオエタノール）の需要が
拡大し、トウモロコシ生産が増加、大
豆生産は減少する結果となり、品不足
のため価格高騰を招いた。約90％を米

国からの輸入に頼っている原料大豆は
輸送費も値上げ、製造・販売による燃
料費、包装材料費、運送費の値上げな
ど原油高騰によるものである。 
　豆腐の値上げは困難な状況ながら4
～5月に各地で実施される予定となっ
ている。 
【製パン製造業】 
¡昨年の12月の価格改定の見直しで販
売価格は上昇したが、販売数量では前
年割れ。 
¡4月下旬に小麦粉20％の値上げ、乳
製品は昨年50％の値上げ等があり、依
然小麦粉産業は厳しい。 
【金属製品製造業】 
¡原油価格高に伴う資材費、運搬費等
の高騰、品不足、納期遅れ等の不安要
素が大きく、今後の見通しが不透明。 
【食肉卸売業】 
　先月同様、依然厳しい状況にある。 

　消費者や量販店に売価値上げ（転嫁）
の理解を得られるような事をしてほし
い（考えてほしい、行動をしてもらい
たい。） 
【ホテル・旅館業】 
　新規参入業者の増加・仕入単価の上昇、
利用料金の低下・上昇難等業況はきび
しい。 
　特に市内中小ホテル施設の老朽化も
影響していると思われる。 
【建設業】 
　建築基準法の改正に伴い、建築確認
申請が遅れる中で公共工事も削減され
経営基盤の安定確保が厳しく、収益面・
財政面に問題あり。先行き不透明。 
　原油高の高騰、鋼材等一部の建築資
材の高騰にも歯止めがかからず、経営
圧迫の原因。深刻な問題。 
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